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　͜の度、日本ダクタイル鉄管協会に͓ੈになΔ͜とになΓਫಓۀࣄに管ࡐྉを௨͡てΘΔ
͜とになΓましͨ。
　ਫಓਓੜのॳまΓは、౦ژਫಓہのٕज़৬һとして୲しͨਫಓ管の৽ઃࣄでしͨ。࣌、
ਫಓのະඋのҬ͕ଟͬ͘ていて、ࣄՕॴपลのॅຽのօさΜにଟ͘のँײのݴ༿をい
ͨ͜とをࢥいग़します。ઃしͨਫಓ管͕ਫಓਫをॅຽのօさΜにಧ͚ΒΕΔ།Ұのखஈで͋Δ
͜とを、ँײのݴ༿͔Βͨ͜͡ײ͘ڧとをࢥいग़します。
ຽࠃΒΕͨ҆શでྑ࣭なਫಓਫを҆定的に࡞うまでも͋ΓまͤΜ͕、ਫಓ管࿏は、ড়ਫでݴ　
のօ༷にಧ͚Δେ͖なׂ͕͋Γ、等のࣗવ࣌ࡂに͓いても༷ʑなຒઃڥ下でも、ͦ
のׂをՌͨさな͚ΕなΓまͤΜ。し͔し、ଟ͘の管࿏͕ߋ৽ظ࣌に͋Γます͕ߋ৽ɾԽ
はΕて͓Γ、今ޙのٺԽの進͕ߦ৺さΕます。
に͓いてඃ࣌ࡂԽしͨ管࿏をଟ๊͑͘Δ͜とになΓ、等ٺ৽ɾԽのΕは、ߋ　
͕૿͑Δだ͚でな͘、日ʑのҡ࣋管ཧに͓いても࿙ਫの૿加定で͖ないނࣄ等のൃੜ͕ݒ೦
さΕます。ۙ年のूத߽Ӎ等によΔࡂのසൃେنのൃੜ͕ةዧさΕΔな͔ਫಓ管࿏
のׂを࣋ଓɾܧଓすΔͨΊには、ߋ৽ɾԽ等をண࣮に進ΊΔ͜と͕ෆՄܽとࢥいます。
　ਫಓۀࣄのݫしいܦӦڥのதで、ਫಓࢪઃのߋ৽ɾԽ等のࢪઃඋ日ʑのҡ࣋管ཧに、
Ӷҙ、औΓまΕていΔਫಓۀࣄମのօ༷に、গしでも͓खいग़དྷΕとͬࢥています。౦ژ
ではਫಓۀࣄମのҰһとして、日本ਫಓ協会ではશࠃのਫಓۀࣄମのօ༷の協ྗɾࢧԉ等を
͖、ਫಓにؔΘΔ༷ʑなٕज़的ۀにैࣄして͖ましͨ。ਫಓ管࿏にؔすΔ͜とだ͚でな͘ਫಓ
ٕज़શൠについての૬ஊについても、いつでもܰؾにを͔͚て͘ださい。よΖし͓͘ئいします。

৽ࢧ෦बͷ͝ѫࡰɹ̡ ؔ౦ࢧ෦ʳ

関౦支部長　ଜ ߁ଇ

関౦支部長就任のご挨拶
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関西支部長　山﨑 弘太郎

　େࢢࡕをୀ৬ޙ、協会に本年 �݄よΓ͓ੈになͬています。�� 年ؒにΘͨΓਫಓҰےで
ਫ͔ݯΒऄޱまでਫಓτータルγεςϜのશてのにܞΘͬてまいΓましͨ͜と͔Β、ࣗなΓ
にۀքについてのࣝは͋Δものとͬࢥて͓Γまし͕ͨ、協会׆ಈのॹにबいͨதで、ͦΕはେ
とで͋Γ、ࣗࣗ、࣮はԿもΘ͔ͬていないという͜と͕よͨͬ͘͜ݶਫಓというのதにࢢࡕ
Θ͔Γましͨ。今Ұ度ॳ৺にͬて、ۀքのଟ༷ੑに目を͚、ษڧしし、ͦして協会にରして
ԿをٻΊΒΕていΔの͔を֬ೝし、զʑにし͔で͖ないような׆ಈをܗにしてい͖ͨいとͬࢥて͓
Γます。
��Θ͕ࠃでは、ਓݮޱগɾগࢠԽ͕進లし、ਫधཁもݮগすΔதで、等ࣗવࡂはେنԽし、
ਫಓࢪઃඋ͕ٸとなͬています。Ұํで、ྔ的にܭըधཁ͔Β下ํにဃすΔイϯϑϥඋに
ରすΔ൷はڧいものの、࣭的にෆेなイϯϑϥඋによΔࣾ会的なࡁܦଛࣦのൃੜには༰
な͕͋Γます。等ࣗવࡂのେ͖さڧさは૿加すΔ͜とは͋ͬてもݮগすΔ͜とはແ͘、
͔͋ͨもधཁݮと࿈ಈす͖͔のような͑ߟでඋ͕ߦΘΕΔと、ͦの࣌ではίετ੍によΓ
Ұ࣋ݟଓੑ͕֬อさΕΔものの、ൃ͕ࡂੜしてॳΊてޮՌのແさにؾ͘͜とになΓ、݁Ռ、ແ
ବݣいとେ͖なଛࣦにつな͕Γます。׆ࢢಈɾࢢຽੜ׆にඞཁෆՄܽなϥイϑϥイϯで͋Δਫ
ಓγεςϜのඋに͓いては、ࣾ会͕ڥࡁܦେ͖͔͘つଟ༷にมԽすΔ͜の࣌に͋ͬても、
を進ΊΔ͜とۀࣄをもͬてྔɾ࣭ともにेなࢹのい࣠ؒ࣌、にとΒΘΕͣࢹ的なมԽظ
͕؊ཁで͋Δとࢥいます。ダクタイル鉄管は、ੑとともに࣭ࡐのظੑٱについてもͦの
༏लさ͕ূݕさΕて͓Γ、管࿏උに͓͚Δྑ࠷のબで͋Δとࣗ৴をͬ࣋て͓નΊで͖ます。
　今ޙとも日本ダクタイル鉄管協会のࣄにैࣄすΔ͜とでࣾ会ݙߩにগしでもد༩してまいΓͨ
いと͑ߟていますので、օ༷、ごࢦಋご佃Ꭺの΄ͲよΖし͓͘ئいਃし্͛ます。

関西支部長就任のご挨拶
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支部 日程 会場 講師 テーマ

北海道

9月19 日 ຈ市ࡳ ҭ文化会館ڭຈ市ࡳ
名古屋大学減災連携研究センター
准教授　平山　修久氏 管路ߋ৽と災害レジリエントな水道

岩手中部水道企業団
局長　菊池　明敏氏 水道事業の基盤強化と広域化の効果

11月14 日
（火） ۴路市

"/"クラウンプラザ
ホテル۴࿏
۴路市ۋ町３ʵ̓

東京大学大学院
工学系研究科都市工学専攻
教授　ୌ沢　ஐ氏

水道法վ正と࣋続的な水道事業経営

岩手中部水道企業団
局長　菊池　明敏氏 水道事業の基盤強化と広域化の効果

東北

7月27日 ઋ市 ϋーωルઋ̏階ʮଂԦʯ
名古屋大学減災連携研究センター
准教授　平山　修久氏

東日本大震災からಘらΕた
経ݧの継ঝと目ඪ管理ܕの災害対Ԡ

岡市上下水道局水道ݐ設課
課長ิࠤ　山路　૱氏

100 年ઌの次ੈ代へ安心してҾき継͙ために
～災害対Ԡの心ಘと人ࡐҭ～

8月22日 岡市 ホテル東日ຊԬ
金沢大学
理工研究域環境デザイン学系
教授　宮島　昌克氏

岩手県の地震環境と
断層横断管路への対策

八戸圏域水道企業団工務課
課長　内宮　靖隆氏 強靭な水道施設に向けた管路耐震化

関東

8月23 日 県ۄ࡛ センター߁県県民݈ۄ࡛

京都大学大学院
工学研究科都市社会工学専攻
教授　ਗ਼野　७࢙氏

断層近の地震動と
ライフラインのڍ動

法政大学大学院
イϊϕーシϣン・Ϛωジϝント研究科
٬һ教授　ࠤ౻　༟氏

水道事業の経営戦略と広域化・官民
連携にΑる経営վֵ事ྫのհ

9月 6 日 ಢ木県 ಢ県૯合文化センター
特ผ会議室

首都大学東京都市環境学部
准教授　ߥ井　߁༟氏 水道システムとエωルΪー

群馬東部水道企業団
参事兼企画課長　篠木　達哉氏
総務課庶務係長　峯岸　潤氏

群馬東部水道企業団の
広域化と官民連携事業

9月20 日 群馬県 അ県੨গ会館܈
東京都市大学工学部都市工学科
教授　長岡　༟氏

こΕからの水道技術の͋りかた
～水道システムをトータルとして
　とらえることのॏཁੑ～

日本水道ڠ会技術課
技術専門　田口　߃夫氏

現におけるة機管理対Ԡ
～සൃする管路事ނ、工事事ނの
　原Ҽと再ൃࢭ～

10 月11日 ৽ׁ県 गメッセ

京都大学大学院
工学研究科都市環境工学専攻
教授　ҏ౻　ఓ彦氏

人口減গ下におけるড়水ॲ理
水システム再構築の考え方と֤छ課

独立行政法人水資源機構
経営企画部次長　熊谷　和哉氏 事業環境の変化と水道事業

10 月18 日 ઍ༿県 ઍ༿県文化会館
খホール

関東学院大学総߹研究ਪਐ機構
教授　٢田　氏 ӷ状化と管路の被害
ட広域市町村圏組߹
水道局経営企画課
ओ੮ओװ　町田　உ氏

ட地域における
水道広域化の取組に͍ͭて

11月7日
（火）

長野県 ホテル国際��
長野県長野市県町 �76

ઍ༿大学
都市基盤工学教ҭ研究ྖ域
准教授　ؙ山　ت久氏

近年の地震࣌における
ライフライン施設の機能ࢧো

前厚生労働省水道課長
宮崎　正信氏

水道施設の再構築と
安定的な水道経営を目指して

11月16 日
（木） ੩岡県

੩Ԭ市民文化会館
$లࣔ室
੩岡市Ѯ区
ॣ府町 2-90

関西大学環境都市工学部
都市システム工学科
准教授　ඈ田　உ氏

ʮμイレイタンシーʯɼʮ߆ଋѹґଘʯɼ
ʮ༗効Ԡྗʯとӷ状化

厚生労働省水道課長ݩ
ੴඈ　ത೭氏 大災害の教܇と水道法վ正のૂ͍

　日本ダクタイル鉄管協会では普及促進を目的として、今年度は以下のようなセミナーを開催しています。年内の
開催もまだ予定していますので、是非ともご参加下さい。（詳細についてはHP 等でご案内します）

平成29年度セミナー

終了致しました

終了致しました

終了致しました

終了致しました

終了致しました

終了致しました

終了致しました

終了致しました



協会ニュース 83協会ニュース 83

支部 日程 会場 講師 テーマ

関東 12 月1日
（金）

茨城県 茨城県市町村会館講堂
水戸市笠原町 978-26

八戸圏域水道企業団工務課
課長　内宮　靖隆氏 強靭な水道施設に向けた管路耐震化
北海道大学大学院工学研究院
環境創生工学部門
教授　松井　佳彦氏

水道水質基準と環境リスク管理

中部

１０月１１日 金沢市 金沢勤労者プラザ
名古屋大学減災連携研究センター
准教授　平山　修久氏

災害レジリエントな
水道システムを考える

水道技術経営パートナーズ㈱
代表取締役　山口　岳夫氏

水道における官民連携を
効果的に活用するために

1１月１５日
（水） 名古屋市

名古屋国際センター
名古屋市中村区
那古野 1-47-1

水道技術経営パートナーズ㈱
代表取締役　山口　岳夫氏

水道における官民連携を
効果的に活用するために

山口大学
副学長　三浦　房紀氏

大規模災害に備える
～南海トラフ巨大地震を中心に～

関西

８月２３日 大阪市 建設交流館
グリーンホール（8階）

関東学院大学理工学部土木学系
教授　若松　加寿江氏 管路の地震被害と土地条件
群馬東部水道企業団
参事兼企画課長　篠木　達哉氏
総務課庶務係長　峯岸　潤氏

群馬東部水道企業団の
広域化と官民連携事業

１１月８日
（水） 京都市

メルパルク京都京極
（5階）
京都府京都市下京区東
洞院通七条下ル東塩小
路町 676-13

金沢大学
理工研究域環境デザイン学系
教授　宮島　昌克氏

熊本地震と九州北部豪雨における
水道施設、管路被害とその対策

前厚生労働省水道課長
宮崎　正信氏

水道施設の再構築と
安定的な水道経営を目指して

１２月１１日
（月）

和歌山市

和歌山県民文化会館
特設会議室（3階）
和歌山市
小松原通り 1-1
和歌山県庁正門前

岐阜大学工学部社会基盤工学科
教授　能島　暢呂氏

近年のライフラインの
地震災害に学ぶ

前厚生労働省水道課長
宮崎　正信氏

水道施設の再構築と
安定的な水道経営を目指して

関西・
中国四
国共催

８月３０日 徳島市 ホテルクレメント徳島
金扇東（3階）

独立行政法人水資源機構経
営企画部次長　熊谷　和哉氏 事業環境の変化と水道事業

名古屋大学減災連携研究センター
准教授　平山　修久氏

南海トラフ地震被害想定から考える
地域事業継続

中国
四国

7月20 日 松江市
くにびきメッセ
（島根県立産業交流会館）

金沢大学
理工研究域環境デザイン学系
教授　宮島　昌克氏

山陰地方の地震環境と
断層横断管路への対策

岩手中部水道企業団
局長　菊池　明敏氏

水道事業における
広域化と経営の効率化

11月9 日
（木） 広島市

合人社ウェンディひと・まちプラザ
（まちづくり市民交流プラザ）
広島市中区
袋町 6-36

関東学院大学理工学部土木学系
教授　若松　加寿江氏 管路の地震被害と土地条件

岩手中部水道企業団
局長　菊池　明敏氏

水道事業における
広域化と経営の効率化

九州

10 月11日 福岡市 天神クリスタルビル

松江市上下水道局 
業務部経営企画課
課長　杉谷　雄二氏

松江市水道事業における
経営戦略の取組み

首都大学東京都市環境学部
特任教授　小泉　明氏

最近における水道の現状と
管路システムに関する技術の動向

10 月19 日 長崎市 長崎県勤労福祉会館

松江市上下水道局 
業務部経営企画課
課長　杉谷　雄二氏

松江市水道事業における
経営戦略の取組み

神戸大学大学院
工学研究科市民工学専攻
准教授　鍬田　泰子氏

巨大地震に備えて
水道事業ができること

11月21日
( 火） 沖縄県

沖縄県男女共同参画センター
沖縄県那覇市
西 3-11-1

松江市上下水道局 
業務部経営企画課
課長　杉谷　雄二氏

松江市水道事業における
経営戦略の取組み

神戸大学大学院
工学研究科市民工学専攻
准教授　鍬田　泰子氏

巨大地震に備えて
水道事業ができること

終了致しました

終了致しました

終了致しました

終了致しました

終了致しました

終了致しました
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支部 日程 会場 講師 テーマ

北海道

9月19 日 ຈ市ࡳ ҭ文化会館ڭຈ市ࡳ
名古屋大学減災連携研究センター
准教授　平山　修久氏 管路ߋ৽と災害レジリエントな水道

岩手中部水道企業団
局長　菊池　明敏氏 水道事業の基盤強化と広域化の効果

11月14 日
（火） ۴路市

"/"クラウンプラザ
ホテル۴࿏
۴路市ۋ町３ʵ̓

東京大学大学院
工学系研究科都市工学専攻
教授　ୌ沢　ஐ氏

水道法վ正と࣋続的な水道事業経営

岩手中部水道企業団
局長　菊池　明敏氏 水道事業の基盤強化と広域化の効果

東北

7月27日 ઋ市 ϋーωルઋ̏階ʮଂԦʯ
名古屋大学減災連携研究センター
准教授　平山　修久氏

東日本大震災からಘらΕた
経ݧの継ঝと目ඪ管理ܕの災害対Ԡ

岡市上下水道局水道ݐ設課
課長ิࠤ　山路　૱氏

100 年ઌの次ੈ代へ安心してҾき継͙ために
～災害対Ԡの心ಘと人ࡐҭ～

8月22日 岡市 ホテル東日ຊԬ
金沢大学
理工研究域環境デザイン学系
教授　宮島　昌克氏

岩手県の地震環境と
断層横断管路への対策

八戸圏域水道企業団工務課
課長　内宮　靖隆氏 強靭な水道施設に向けた管路耐震化

関東

8月23 日 県ۄ࡛ センター߁県県民݈ۄ࡛

京都大学大学院
工学研究科都市社会工学専攻
教授　ਗ਼野　७࢙氏

断層近の地震動と
ライフラインのڍ動

法政大学大学院
イϊϕーシϣン・Ϛωジϝント研究科
٬һ教授　ࠤ౻　༟氏

水道事業の経営戦略と広域化・官民
連携にΑる経営վֵ事ྫのհ

9月 6 日 ಢ木県 ಢ県૯合文化センター
特ผ会議室

首都大学東京都市環境学部
准教授　ߥ井　߁༟氏 水道システムとエωルΪー

群馬東部水道企業団
参事兼企画課長　篠木　達哉氏
総務課庶務係長　峯岸　潤氏

群馬東部水道企業団の
広域化と官民連携事業

9月20 日 群馬県 അ県੨গ会館܈
東京都市大学工学部都市工学科
教授　長岡　༟氏

こΕからの水道技術の͋りかた
～水道システムをトータルとして
　とらえることのॏཁੑ～

日本水道ڠ会技術課
技術専門　田口　߃夫氏

現におけるة機管理対Ԡ
～සൃする管路事ނ、工事事ނの
　原Ҽと再ൃࢭ～

10 月11日 ৽ׁ県 गメッセ

京都大学大学院
工学研究科都市環境工学専攻
教授　ҏ౻　ఓ彦氏

人口減গ下におけるড়水ॲ理
水システム再構築の考え方と֤छ課

独立行政法人水資源機構
経営企画部次長　熊谷　和哉氏 事業環境の変化と水道事業

10 月18 日 ઍ༿県 ઍ༿県文化会館
খホール

関東学院大学総߹研究ਪਐ機構
教授　٢田　氏 ӷ状化と管路の被害
ட広域市町村圏組߹
水道局経営企画課
ओ੮ओװ　町田　உ氏

ட地域における
水道広域化の取組に͍ͭて

11月7日
（火）

長野県 ホテル国際��
長野県長野市県町 �76

ઍ༿大学
都市基盤工学教ҭ研究ྖ域
准教授　ؙ山　ت久氏

近年の地震࣌における
ライフライン施設の機能ࢧো

前厚生労働省水道課長
宮崎　正信氏

水道施設の再構築と
安定的な水道経営を目指して

11月16 日
（木） ੩岡県

੩Ԭ市民文化会館
$లࣔ室
੩岡市Ѯ区
ॣ府町 2-90

関西大学環境都市工学部
都市システム工学科
准教授　ඈ田　உ氏

ʮμイレイタンシーʯɼʮ߆ଋѹґଘʯɼ
ʮ༗効Ԡྗʯとӷ状化

厚生労働省水道課長ݩ
ੴඈ　ത೭氏 大災害の教܇と水道法վ正のૂ͍

　日本ダクタイル鉄管協会では普及促進を目的として、今年度は以下のようなセミナーを開催しています。年内の
開催もまだ予定していますので、是非ともご参加下さい。（詳細についてはHP 等でご案内します）

平成29年度セミナー
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編 集 後 記
●おかげさまで、日本ダクタイル鉄管協会

は今年創立７０周年を迎えました。協会
誌「ダクタイル鉄管」も前号が１００号、
今号は１０１号となり、新たな歴史を歩
み始めました。

　１０１号の表紙は、趣を変えて従来の写
真ではなく、イラストで表現しています。
今号から数号に亘って、ダクタイル鉄管
の製造工程を解説と併せて、紹介して
いく予定です。お楽しみください。誌面内
容やレイアウトなども一部変更しておりま
すが、読者の皆様に読みやすく、愛され
る協会誌「ダクタイル鉄管」を今後も目
指してまいります。

●巻頭言では、7月に就任された厚生労
働省医薬・生活衛生局水道課の是澤
課長に執筆いただきました。人口、給水
量、料金収入の減少の中、施設更新

や安全性の向上などの課題を乗り越え
なければならない水道事業を冬山登
山にたとえられて、関係者の力を結集
して、遭難することなく、制覇しようと書
かれています。

●対談では、首都大学東京の小泉特任
教授と高松市の石垣上下水道事業管
理者に管路の耐震化や香川県で進め
られている広域化について、議論いた
だきました。全国初となる県内一水道
への取組について、石垣管理者からそ
の経緯や広域化の難しさなどを語って
いただきました。

●技術レポートは７本、様々な事業体に執
筆いただき、整備計画や管路の耐震
化、ＮＳ形ダクタイル鉄管（E種管）の試
験施工、官民連携事業など、バラエティ
に富んだ内容となっています。
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